
Ⅰ．施工歩掛
１．適用範囲

本資料は、パラボラ工法におけるマンホール鉄蓋の維持修繕工に適用する。

(1) 適用可能な範囲
①　マンホール鉄蓋の寸法（呼び径）がφ600及びφ900の場合。
②　施工深が110㎜以上の場合。

（２）適用できない範囲
①施工深が100㎜以下の場合。
②20m程度の規制延長が確保できない場合。
③無収縮モルタルの養生に必要な規制時間（1時間）を確保できない場合。

 ２．施工概要
２－１　施工フロー

施工フローは、下記を標準とする。
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（注）本歩掛で対応しているのは実線部であり、切断塊運搬・処分は別途計上する。 

 ３．施工歩掛 
３－１　機種の選定

３－１－１　機械編成は次表を標準とする。

表３－１－１　機械編成

パラボラカッタ 表３－１－２ 〃 1

合計

トラック(クレーン装置
付）

2t積　2.9ｔ吊 台 1

切断塊運搬・処分

機械名 規格 単位 数量 単価

NETIS登録No. HR-030008-V 技術名称 パラボラ工法

分類 道路修繕-道路付属施設工-道路付属物工


